
　第67回全国高校家庭クラブ研究発表大会で最高賞
の文部科学大臣賞を受賞した三井高校家庭クラブが
表敬訪問しました。
　生徒たちは、平成28年熊本地震をきっかけに研究
プロジェクト「三井高からつながろう！地域防災の
輪」を開始。小郡産の小松菜を使ったパウンドケーキ
など、自然解凍で食べられる非常食の考案や、避難
所で聴覚に障がいがある人などとのコミュニケーシ
ョンツールである筆談ボードの普及などに取り組ん
できました。
　発表者の園田さんは「みんなで協力してやってきた
ことを発表で伝えることができ、結果もついてきて
よかった」と振り返りました。

三井高校家庭クラブが
文部科学大臣賞を受賞！

　市立小学校の元PTA役員で結成された「げんき会」
から、「児童図書の購入に充ててほしい」と10万円を
寄贈いただきました。
　贈呈式で、会の世話人樋口さんは「市民まつりなど
に出店し、自分たちも楽しみながら、コツコツ貯め
てきた。子どもの役に立てて嬉しい」と話しました。
　今後、図書館の司書が本を選定し、市立図書館の
蔵書として活用させていただきます。

「げんき会」
図書費を寄贈

ワッショイワッショイ
乙隈早馬祭

　乙隈天満宮で早馬祭が行われました。早馬祭は、
わらや稲穂で作った「早馬」を担いで地区内を回り、
無病息災や豊作を願うという伝統行事で、市内では
乙隈と横隈の２か所で行われています。子どもたち
は、あいにくの雨も何のその、「ワッショイ、ワッシ
ョイ」という掛け声のもと、身の丈はあろうかという
早馬を元気に担いでいました。写真は、乙隈早馬祭
の特徴である子どもたちによる「一番綱の争奪戦」の
様子です。

　旧松崎旅籠油屋で「なごみカフェ」が開催され、約
20人が参加しました。なごみカフェは、誰でも気軽
に集まって、楽しく話そうというイベントで、月１
回の開催です。お茶やお菓子を手に、さまざまな会
話が飛び交います。代表の池田さんは「人と話すこと
が〝ごちそう〞。地域のよりどころになれば」と話し、
参加者からは「グループなどの縛りがなく、気兼ねな
く参加できる」「こういった集まりが、各地域で広ま
るといい」などの声が聞かれました。
　なお、11月12日（火）の開催では、油屋のかまどで
新米を炊き、参加者で楽しむ予定です。

地域のよりどころに
「なごみカフェ」
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